
２）胴縁概要図

　 ●木胴縁はALC厚５０㎜を貫通し、鉄骨下地に鉄骨下地用胴縁留付ビスで確実に留め付けます。

　 ●モエンとの干渉を防ぐため、木胴縁にはあらかじめ、ALC用アンカー部分にφ１５㎜、深さ１５㎜程度の

　 　 座堀をします。

　 ●木胴縁は鉄骨下地用胴縁留付ビスを用い、６０６㎜以下の間隔で留め付けます。

開口部まわり（現場調達開口部材納めの例）

※開口部まわりは、ALC用ビスで留め付けてください。
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